
プログラム

参加申込

申込みは、以下のFormからお願いします。
https://forms.cloud.microsoft/r/GffT17yGFk

申込期限：令和８年10月30日(金)
参加定員： オンライン２００名

以下のホームページにも掲載しています。
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/chousei/splaat000
001ckwg.html

主催 インフラメンテナンス国民会議 北海道フォーラム
後援 公益社団法人 土木学会北海道支部、国立研究開発法人 土木研究所 寒

地土木研究所、北海道土木技術会 建設マネジメント研究委員会、一般社
団法人 北海道建設業協会 （協力 国土交通省北海道開発局）

オンライン開催(Zoom）

※ 講演者及び講演内容は変更となる場合があります。

１４：００ 開会 栗田 悟

１４：０５ 講演

14：35 小規模橋梁の点検を効率化するタブレットシステム
「橋守AIヘルパー」

大日本ダイヤコンサルタント インフラ技術研究所技術開発部 部長 牧 祐之

15：45 建築物の維持保全における生成AIの試用例

西川 忠北電総合設計株式会社 技術アドバイザー

令和８年11月６日（金） １4：00～１6：50

16：15 インフラマネジメント ～群マネの推進～

若狭 和倫国土交通省 総合政策局公共事業企画調整課情報企画係長

１６：４５ 総括
北海道フォーラムリーダー
北海道大学名誉教授

高野 伸栄

北海道フォーラム 企画委員長
一般社団法人北海道建設業協会 副会長

14：05 インフラメンテ職員向けアンケートで見えた
北海道の地方公共団体の悩み

縄田 健志室蘭工業大学 MONOづくりみらい共創機構特任教授

※ このイベントは、一般社団法人建設コンサルタンツ協会継続教育（ＣＰＤ）プロ
グラムの認定予定です。
※ 参加用ＵＲＬは、申込時に登録のメールアドレスへお知らせします。

※ 動画のスクリーンショット・録音・録画・二次利用等はご遠慮願います。

インフラメンテナンス国民会議 北海道フォーラム シンポジウム

「地方インフラのこれからを考える」

参加無料
申込期限 10月30日

受付開始
１３：１５

北海道のインフラを守る人にむけた情報共有シンポジウム

※CPD認定希望者以外は

途中入退出 可

自治体職員が解説
水道×ＡＩ使ってみた

群マネ２年目
見えた課題と次の一手

北海道フォーラム設立10周年

今の自治体の悩みとは

公共施設×生成ＡＩ
実践テクニック

15：05 配水管更新計画の改定に向けた、
AIを活用した配水管劣化診断の実施

小林 空旭川市 水道局上下水道部事業計画課 水道計画係 主任

橋梁点検×ＡＩサポートで

コストと品質の両立

国土交通省 北海道開発局 開発調整課
011-709-2311（内線：5416 小西、高橋(優)）問い合わせ


